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地域で日常生活を送っている 65 議以上のおよそ 1/4 から1/ 3 の人達が何らかの睡眠障害を訴えてお

り、身体的健康・精神的韓康への影響も指摘されている。しかし、睡眠障害の要因についての研究は若年

者や成人を対象としたものが多く、高齢者を対象とした研究は乏しい。また、それらの研究も限られた少数

の要因に詮目したものであり、広く関連要因を検討した研究は橿めて少ない。

本研究1士、藤原京スタディのベースライン棲診に応じた、地域在住で独歩可能で同意書に自署可能な

65 歳以上の男女 4472 入の結果を横断解析したものである。

自記式調査票と問診により、睡眠障害の有無、糖尿病等の慢性疾患、持うつ状態、認知機能、体の痛

み、社会的支援、喫煙等の生活習墳を把握し、血液検査や身体測定により HbA1 c(NGSP) 、eGFR 、BMI
などの各種検査値を得ている。睡眠障害の評髄には PSQI (Pittsburgh Sleep Quality Index) 、体の痛

みは SF36(MOS 36 ・item Sh Ol1; -form health survey) の BP( 初出ly p担説、抑うつ状態は Geri __a tric
Depression Scale(GDS ・.15) 、認知機能は Mini- Mental State Examination {1!.品1: SE) 、社会的支援は

Jichi Medical School Social Support Scale を用し、た。 PSQI>5 五点 (universal score) を睡眠樟害有

りと判定し、睡眠障害ありiこ欝達する有意な要菌を多重ロジスティック田掃分析で得た。

その結果、睡眠障害あ号の割合は男性 30.8% 、女性 41. 5% を示し、睡眠障害ありに対し調整オッズ比が

有意に 1を超えた要因は、男性に対する女性 (OR 1. 56 唱 95%CI 1. 34- 1. 83) 、65-69 歳に対する 80 議以

上(同1. 31 ，1. 01- 1. 69) 、脳車管疾患の既往なしに対するあり(同1. 44 ，1. 08- 1. 92) 、GDS-15 が 0-2 点に対

して 6 点以上(開 2.29 ，1.86-2.81) であった。さらに、体の痛みの強い痛み・非常に激しい痛みが最も高い

諒整オッズ比(3.00 ，2.15-4.19) を示し、かすかな蒲みでもなしに対する調整オッズ比は1. 30( 1. 06- 1. 60) と

有意な上昇を示し、かつ配偶者・家族の社会的支壌が5齢、者に対して弱1.-¥者の調整オッズ比(1. 21 ，1. 01-
1. 44 ， 1. 44 ， 1. 23- 1. 70) も有意右上昇を示した。

本研究は、性、年齢に加え、現在の韓康状態 (GDS ，MMSE ， eGF 島、穫性の病歴(脳血管喪患、心

筋覆塞、糖尿病、高血圧、癌)、生活習積{身体活動量、飲酒、理煙)を調整しても、高齢者の睡眠障害が体

の藩みの邑覚や社会的支援{配偶者、家族)に有意に関連することを、初めて示したものである。高齢者の

睡眠嵩害対策として、ごく軽麦の段階からの車靖緩和と配稿者や家族の社会的支援の重要性を示唆して
いる。


